
＼

参
考
書
誌
研
究
・
第
三
六
号
（
一
九
八
九
・
八
）

韓
非
子
翼
三
蹟
文
国
訳
嘗
試

土
　
屋
　
紀
義

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
太
田
方
（
事
由
斎
、
宝
暦
九
年
・
一
七
五
九
～
文
政
一
二
年
・
一
八
二

九
）
の
著
書
『
韓
非
子
翼
垂
』
は
、
『
韓
非
子
』
研
究
史
上
画
期
的
で
あ
る

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
近
世
出
版
史
に
お
い
て
も
名
高
い
書
物
で
あ
る
。

近
世
後
期
、
相
当
数
の
活
字
刊
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の

一
点
で
あ
る
本
書
の
蹟
は
、
刊
行
の
動
機
、
刊
行
の
際
の
苦
労
、
そ
れ
も

個
人
が
ほ
と
ん
ど
独
力
で
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
の
苦
労
等
を
克

明
に
描
い
て
お
り
、
近
世
出
版
史
の
資
料
と
し
て
も
大
変
興
味
深
い
も
の

な
の
で
あ
る
。
本
官
文
は
、
当
時
の
漢
学
者
の
著
作
の
常
と
し
て
全
文
漢

文
で
書
か
れ
て
お
り
、
し
か
も
黙
々
に
読
み
難
い
。
昨
年
、
当
館
で
開
催

し
た
展
示
会
「
出
版
の
あ
ゆ
み
展
」
の
た
め
の
準
備
作
業
の
置
土
産
と
し

て
、
こ
こ
に
、
大
方
の
御
参
考
ま
で
に
現
代
日
本
語
へ
の
翻
訳
を
試
み
た

次
第
で
あ
る
。
－
浅
学
菲
才
故
の
誤
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
御
批
正
を
賜
れ

ば
幸
で
あ
る
。

　
こ
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
国
立
国
会
図
書
館
に
所

蔵
す
る
近
藤
正
斎
三
蔵
の
原
刊
本
を
用
い
亮
。
（
請
求
記
号
　
別
五
「
四
、
’

巻
一
～
四
を
欠
く
。
）

　
三
蹟
文
に
ば
、
管
見
の
範
囲
で
、
三
種
類
の
翻
刻
が
あ
る
。
刊
行
年
三

に
列
記
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
亀
田
次
郎
著
「
太
田
書
斎
伝
補
遺
」

三
七
～
三
入
頁
、
（
『
国
学
院
雑
誌
』
一
一
巻
三
号
、
明
治
三
八
年
三
月
）
、

②
『
漢
文
大
系
』
第
入
射
、
巻
末
二
頁
（
明
治
四
四
年
六
月
）
、
③
『
天
理

図
書
館
蔵
木
活
字
版
目
録
』
六
二
番
『
韓
非
子
翼
義
』
の
項
（
昭
和
五
九

年
）
。
①
は
、
読
点
が
打
っ
て
あ
る
が
、
若
干
の
誤
り
が
あ
り
、
誤
字
も
多

く
文
章
を
つ
か
み
が
ね
る
個
所
が
あ
る
。
亀
田
氏
の
拠
っ
た
当
時
の
帝
国

図
書
館
所
蔵
本
の
誤
り
だ
け
で
は
な
く
、
亀
田
論
文
自
体
の
誤
植
も
あ
り
、

後
者
の
場
合
の
方
が
多
い
、
②
は
、
・
句
読
点
・
訓
点
を
付
す
。
訓
点
に
一
、

二
疑
問
の
個
所
の
あ
る
他
は
、
文
字
の
誤
脱
は
皆
無
で
あ
る
。
③
は
蹟
文

の
後
半
の
み
を
収
め
、
点
は
全
く
打
っ
て
い
な
い
。
二
、
三
の
誤
植
が
あ

る
。　

こ
の
翻
訳
に
際
し
て
は
、
以
上
三
種
類
の
翻
刻
の
う
ち
の
①
、
②
の
句

読
訓
点
を
参
照
し
た
。

　
　
　
訳

わ
た
く
し
は
、
『
韓
非
子
』
注
解
の
た
め
に
、

こ
の
十
余
年
研
究
を
つ
み

o



か
さ
ね
て
来
た
．
い
ま
だ
に
義
で
さ
な
い
で
い
喚
に
、
さ
き
ご
ろ
城

北
巣
鴨
の
ま
ち
で
発
生
し
た
失
火
が
あ
や
う
く
藩
邸
に
延
焼
し
そ
う
に
な

り
、
す
ん
で
の
・
こ
と
に
長
年
の
努
力
の
結
晶
を
を
け
む
り
に
し
て
し
ま
う

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
た
び
活
字
印
刷
の
器
具
一
式
を
購
入
し

・
て
・
二
＋
細
を
印
刷
す
る
・
完
成
し
て
い
な
い
著
述
の
こ
と
ゆ
え
つ
づ

層
ら
に
と
じ
こ
め
て
お
く
べ
き
で
は
あ
る
が
、
た
だ
一
旦
火
事
に
あ
っ
た
際

に
、
そ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
仕
事
を
仕
上
げ
る
の
に
用
い
る
副
本
が
な
く

・
て
は
心
配
で
あ
る
。
そ
こ
で
印
刷
し
て
自
家
用
に
備
え
る
⑳
で
あ
っ
・
て
、

世
澗
に
公
開
す
る
つ
も
り
億
全
く
な
い
。
昔
、
朱
子
は
『
四
書
集
注
』
を

著
わ
唆
が
、
晩
年
に
至
．
て
も
な
お
『
大
学
』
の
誠
意
章
の
注
釈
を
改

訂
レ
た
。
程
伊
川
は
『
易
伝
』
．
を
著
わ
し
、
終
身
、
未
完
成
で
あ
る
と
考

え
て
い
舳
。
ま
し
て
私
の
よ
う
な
能
力
の
と
ぼ
し
い
者
が
先
秦
の
文
業
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

注
釈
を
加
え
た
り
し
た
の
だ
か
ら
、
棺
を
蓋
う
て
の
ち
定
ま
る
と
い
う
わ

け
・
に
は
ま
い
ら
な
い
。
い
っ
た
い
多
く
見
聞
し
て
」
そ
の
中
か
ら
善
い
も

の
を
選
ぶ
と
い
う
の
が
、
大
聖
人
孔
子
の
原
則
で
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
と

き
で
は
、
見
聞
は
少
な
く
善
い
も
の
を
選
ぶ
な
ど
と
い
う
に
は
程
遠
い
。
，

記
述
の
食
い
ち
が
い
や
重
複
の
個
所
が
次
々
と
あ
ら
わ
れ
る
が
、
と
り
あ

え
ず
は
い
ず
れ
訂
正
を
行
う
機
会
に
ま
っ
し
か
な
い
。
注
解
を
つ
け
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
ま
だ
て

　
　
　
た
す
け

ご
ろ
が
翼
と
な
ら
ず
ハ
か
え
っ
て
羅
絆
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
差
じ
入

る
ぽ
か
り
で
あ
る
。
享
和
元
年
（
一
入
○
こ
江
戸
藩
邸
に
言
い
て
書
し
、

福
山
太
田
方
題
す
。
　
　
㈹
　
　
「
　
　
㈹

　
こ
の
活
字
版
は
、
佐
坦
蔵
が
、
玉
河
某
氏
に
造
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
幽

　
辛
酉
の
年
（
享
和
元
年
）
の
冬
に
入
手
し
た
時
、
木
活
字
は
二
万
余
で

　
あ
っ
た
β
木
活
字
は
い
た
ん
で
お
り
、
ガ
ダ
ガ
タ
で
こ
ぼ
こ
で
五
日
に

　
　
一
枚
し
か
印
刷
で
き
ず
、
い
た
ず
ら
に
労
力
を
費
す
の
み
で
あ
っ
た
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
＼

そ
こ
で
あ
ぢ
た
め
て
職
人
に
た
の
ん
で
補
修
し
、
ま
た
足
ら
な
悟
活
字

を
追
加
し
て
従
来
の
分
と
あ
わ
せ
て
全
部
で
三
万
余
と
な
っ
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
印
刷
に
と
り
か
か
ろ
う
老
し
た
と
こ
ろ
が
、
妻
が
な
が
わ
ず

ら
い
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
「
妻
は
翌
年
も
し
ば
し
ば
病
気
に
か

か
り
、
は
や
り
や
ま
い
に
か
か
つ
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
～
こ
の
年
陰
暦

三
歎
に
は
享
の
指
が
は
れ
て
糖
な
り
・
手
当
で
の
か
い
も
な
嘉

み
は
つ
の
る
ば
か
り
、
気
力
体
力
と
も
に
衰
弱
し
て
し
ま
っ
た
。
幼
く

か
わ
い
い
五
番
目
の
息
子
を
抱
く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
。
末
娘

は
母
乳
が
飲
め
な
い
の
で
一
晩
直
な
き
わ
め
く
た
め
、
か
き
い
だ
い
て

歌
を
う
た
っ
て
や
り
な
が
ら
ハ
立
ち
つ
ぱ
な
し
で
朝
に
至
る
こ
と
も
あ
」

つ
た
。
，
炊
事
や
つ
く
ろ
い
物
も
行
き
と
ど
か
ず
、
た
ま
た
ま
傭
人
が
や

め
て
し
ま
い
、
水
く
み
、
米
つ
き
に
も
人
手
を
欠
き
、
本
書
刊
行
の
仕

事
に
手
が
ま
わ
ら
な
か
っ
た
軌
こ
の
二
年
間
と
い
う
も
の
困
難
は
窮
ま

る
と
こ
ろ
ま
で
行
き
つ
き
、
，
本
書
刊
行
の
仕
事
め
、
ほ
と
ん
ど
放
棄
せ
．

ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
ま
で
立
ち
至
っ
た
。
そ
ん
な
さ
な
か
に
、
お

い
の
塩
田
法
が
財
を
投
げ
う
っ
て
資
金
援
助
を
し
て
く
れ
、
十
三
才
に

な
、
つ
た
ば
か
り
の
長
男
周
も
、
自
ら
彫
刻
刀
を
手
に
い
ろ
い
ろ
手
伝
っ

て
く
れ
た
。
こ
の
頃
に
は
妻
の
健
康
も
回
復
し
、
家
事
も
も
と
ど
お
り

こ
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
私
の
方
は
、
公
私
の
用
事
に
妨
げ

ら
れ
、
な
か
な
か
出
版
の
た
め
の
時
間
を
さ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
「
一
家

の
者
た
ち
も
こ
の
仕
事
に
い
や
気
が
さ
し
て
き
て
い
た
。
今
『
武
英
殿

聚
珍
版
程
式
』
を
見
る
に
「
木
活
字
二
十
五
万
個
」
と
あ
る
。
歴
史
家

は
こ
れ
を
た
た
え
て
文
運
隆
盛
な
る
か
な
と
言
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も

，
無
能
貧
困
の
親
子
が
大
国
の
文
化
事
業
の
向
う
を
張
ろ
う
と
い
う
の
が

身
の
程
知
ら
ず
も
は
な
は
だ
し
い
と
い
う
も
の
。
と
は
言
う
も
の
の
中

　　　me　三一



　
途
で
こ
の
仕
事
を
放
棄
す
み
の
も
く
や
し
い
。
・
そ
ん
な
こ
ん
な
の
う
ち

　
に
三
三
が
い
た
ず
ら
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
」
「
二
男
、
三
男
も
成
長
し
、

、
・
三
三
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
。
．
兄
弟
三
人
大
い
に
努
力
し
、
交
子
と
も
に

・
早
起
き
夜
な
べ
し
て
、
時
に
戊
辰
（
文
化
五
年
余
一
入
○
八
）
孟
夏
（
旧

「
暦
西
月
）
国
こ
の
仕
事
を
終
え
乃
こ
と
ガ
で
き
た
9
遺
憾
看
が
ら
植
字
は

　
つ
た
な
く
息
子
の
彫
刻
の
腕
前
も
お
そ
ま
つ
、
出
来
上
っ
て
の
体
裁
は

　
み
つ
ど
も
な
く
、
出
来
の
悪
さ
は
充
分
承
知
し
て
い
る
。
民
間
で
作
ら

「
れ
た
活
字
版
、
『
鵬
母
子
』
・
を
為
る
か
に
七
の
ぐ
出
来
上
り
に
し
よ
う
と

＼
め
ざ
し
た
「
武
英
斎
燈
轡
型
」
・
に
く
ら
べ
た
ら
見
る
に
た
え
な
い
と
は

　
言
う
も
の
の
、
古
の
愚
公
が
石
を
一
つ
づ
つ
運
ん
で
山
を
移
そ
う
と
し

　
た
志
に
あ
や
か
ろ
う
と
い
う
次
第
。
．
寛
容
な
る
方
々
が
、
こ
の
仕
事
に

　
少
し
で
も
と
り
え
を
見
出
し
て
下
さ
り
、
出
来
上
り
の
ま
ず
さ
を
見
の

．．

ｪ
し
て
下
さ
れ
ば
と
、
た
だ
た
だ
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
願
与
ば
か
り
で

　
あ
る
。

　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
い
く
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
太
田
方
　
　
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
こ
　
　
う
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
周
　
彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
男
　
信
助
彫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
　
三
平
刷

　
　
　
　
　
注

（一

j
　
失
火
、
原
文
に
は
「
羽
突
之
災
」
と
あ
既
直
家
と
億
、
㌦
丈
字
通
ひ
に
は
「
ま
っ

す
ぐ
な
煙
突
」
の
こ
と
．
出
典
は
『
漢
書
』
．
巻
六
八
雷
光
伝
に
み
え
る
次
の
説
話
。

　
客
有
過
主
人
者
、
見
其
竈
直
訴
、
傍
有
積
薪
。
客
謂
主
人
、
更
爲
曲
突
、
．
一
一
其
薪
へ

不
三
白
三
三
患
。
．
主
人
煕
然
不
慮
。
俄
三
家
果
失
火
嘱
富
里
共
救
之
、
幸
一
得
息
。
於
是

殺
牛
置
酒
、
町
回
郷
人
、
三
一
者
在
於
上
行
、
絵
各
以
功
次
坐
、
，
而
不
録
一
曲
突
者
。
人

謂
主
人
旧
、
郷
使
聴
客
之
言
、
不
費
牛
酒
、
終
航
火
熱
つ
今
論
功
而
請
賓
、
曲
突
徒
薪
旧

恩
澤
、
、
燃
頭
欄
額
爲
上
客
耶
。
・
王
入
乃
宿
而
請
之
。

　
同
一
説
話
が
『
説
苑
』
・
権
謀
編
に
も
み
え
る
。

　
　
こ
の
火
災
は
、
『
東
京
市
史
稿
』
変
災
編
第
五
、
寛
政
丸
年
（
」
七
あ
七
）
の
条
に
『
歴

代
炎
上
鑑
』
を
桝
い
て
「
十
一
月
二
十
八
日
、
巣
鴨
原
町
（
現
在
の
文
京
区
千
石
四
丁
目
、

．
の
う
ち
）
・
六
兵
衛
店
長
左
衛
門
後
家
き
0
1
物
置
よ
り
出
火
十
丁
絵
、
幅
一
丁
程
。
」
と
あ
る

も
の
で
あ
る
。
『
武
江
年
表
』
寛
政
九
年
の
条
に
も
「
（
十
一
月
）
二
十
八
日
巣
鴨
原
町
よ
り

出
火
、
十
一
余
町
焼
失
す
。
」
と
あ
る
。

（
二
）
藩
邸
、
現
在
の
文
京
区
西
片
デ
帯
に
あ
っ
た
福
山
藩
中
屋
敷
。
巣
鴨
の
出
火
地
点

か
ら
憾
、
一
・
五
キ
ロ
程
の
地
点
に
あ
り
、
．
」
北
西
の
季
節
風
の
吹
く
時
期
に
は
風
下
に
位
置

す
る
。

　
ち
な
み
に
、
著
者
太
田
町
斎
ぽ
、
福
山
藩
の
定
江
戸
藩
士
で
あ
っ
た
。

（
三
〉
「
二
十
」
と
い
う
数
字
は
、
従
来
、
実
際
の
印
刷
部
数
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
、
長
沢
規
矩
也
は
増
補
版
『
漢
文
大
系
』
三
八
（
富
山
房
、
昭
和
四
十
入
）
の
解
題
に
－
、

お
い
て
、
こ
れ
に
疑
問
を
呈
し
て
、
「
蹟
の
「
刷
二
十
部
」
ど
い
う
数
字
に
つ
い
て
は
、
年

来
疑
を
持
づ
。
二
十
部
に
し
て
は
伝
存
本
が
少
し
多
過
ぎ
る
。
』
と
言
？
て
い
る
。
私
ば
、

、
こ
れ
は
従
う
べ
き
見
解
で
あ
る
と
考
え
る
。
後
掲
旧
く
十
三
）
に
お
い
て
具
体
例
を
あ
げ

て
指
摘
し
た
が
、
著
者
太
田
全
斎
は
、
こ
の
三
文
を
書
く
に
際
し
て
、
『
武
英
殿
三
三
三
三

・
式
』
の
存
在
を
強
く
意
識
し
て
お
つ
、
そ
の
語
句
を
そ
の
ま
ま
流
用
し
て
い
る
個
所
す
ら
、

あ
る
程
で
あ
る
。
ま
こ
ろ
で
『
武
英
殿
三
三
三
三
式
』
、
六
丁
オ
（
私
は
、
金
子
租
正
編
著

　
『
中
国
活
字
版
三
尉
法
』
（
三
三
書
院
、
昭
和
五
六
年
ソ
所
収
の
影
印
本
を
旧
い
た
。
）
に

　
「
三
部
擬
三
連
四
三
、
刷
印
二
十
部
、
三
三
三
三
、
」
と
あ
る
。
太
田
氏
は
、
こ
の
数
字
を

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
の
で
あ
り
、
三
文
に
お
け
る
「
印
二
十
部
」
と
い
う
語
句

は
、
「
少
数
印
刷
す
る
」
老
い
う
意
味
を
象
徴
的
に
表
わ
す
の
で
あ
っ
て
、
『
聚
珍
版
程
式
』

、の

博
嘯
ﾉ
忠
実
に
従
っ
て
、
実
際
に
二
十
部
印
刷
し
た
と
い
う
意
味
で
は
な
い
の
で
は
あ

み
ま
一
覧
出
典
の
語
句
の
凛
を
葦
ず
ら
し
着
夢
の
文
章
に
慰
す
る
と
い
・
つ
修

辞
法
は
、
’
中
国
古
典
文
に
お
け
る
常
套
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
・
．

（
四
）
　
朱
子
が
晩
年
に
至
る
ま
で
著
書
の
改
正
を
や
め
ず
、
死
の
三
日
前
田
『
大
学
章
句
隔
・

［，
＝
三

一．

＼



、

＼
、
．
．

誠
意
章
の
字
句
を
改
訂
し
、
こ
れ
が
絶
筆
と
な
っ
た
と
い
う
逸
話
を
さ
す
。
王
愚
砿
『
朱

子
年
譜
』
、
三
四
之
下
。

λ
五
）
　
こ
れ
は
、
、
、
次
の
よ
う
な
逸
話
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
馬
方
れ
る
。

　
（
崇
寧
）
五
年
（
，
一
「
一
〇
六
）
復
宣
義
、
即
致
仕
。
時
手
伝
成
書
已
久
、
学
者
莫
得
伝

　
授
、
或
以
爲
請
。
先
生
日
、
自
量
精
力
未
定
、
断
漁
戸
少
進
耳
ゆ
後
寝
食
、
始
以
授
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
惇
、
・
張
繹
。
犬
観
一
年
（
一
．
噌
〇
七
）
．
九
月
庚
午
、
卒
干
家
、
’
年
七
十
有
五
。
（
『
伊
洛

　
淵
源
録
』
巻
髪
、
伊
川
先
生
、
年
譜
）
　
　
　
－
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
、

ち
な
み
に
『
三
三
』
の
序
は
没
年
に
先
だ
つ
こ
と
八
年
の
元
三
二
年
（
一
〇
九
九
）
に
書

か
れ
て
い
る
。

（
六
〉
　
『
論
語
』
述
而
編
に
「
子
日
、
蓋
有
不
知
作
之
者
、
我
無
骨
。
多
聞
揮
善
者
從
之
、

多
見
面
識
之
、
知
之
次
。
」
ど
あ
る
。

（
七
）
　
「
佐
坦
蔵
」
に
つ
い
て
ば
、
は
じ
め
佐
藤
．
一
斎
（
名
は
坦
、
通
称
は
捨
蔵
）
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
（
例
え
ば
『
漢
文
大
系
』
閲
第
入
信
解
題
、
、
前
掲
亀
田
次
郎
「
太
田
全
島
伝
補

遺
」
y
し
か
し
、
早
く
か
ら
本
城
葺
は
、
こ
の
比
定
に
疑
問
を
呈
し
「
是
活
版
佐
坦
蔵
所
使
、

　
　
　
マ
　
マ

玉
河
某
悪
騒
と
あ
る
を
、
亀
田
氏
の
み
な
ら
ず
、
「
他
に
も
佐
井
蔵
即
ち
佐
藤
一
斎
な
り
と
、

信
ず
る
者
あ
れ
ど
も
、
ご
は
少
し
く
武
断
に
失
せ
ず
や
、
佐
は
定
め
て
省
思
な
る
ぺ
け
れ
、

ば
、
佐
々
木
な
る
や
、
佐
野
な
る
や
、
佐
久
間
な
る
や
も
、
知
れ
ず
、
必
ず
佐
藤
と
の
み
、

は
断
じ
が
た
か
る
べ
し
、
文
一
斎
は
名
は
坦
、
通
構
捨
蔵
な
れ
ば
（
名
と
面
構
の
一
字
と

を
取
で
、
三
蔵
と
呼
ぶ
が
如
き
は
三
々
こ
れ
あ
み
べ
か
ら
ざ
る
と
信
ず
、
」
（
「
太
肝
全
斎
伝

に
就
き
て
」
、
『
個
学
院
雑
誌
』
一
一
巻
八
号
、
明
治
三
八
・
八
。
）
と
言
っ
て
い
る
。
近

年
川
瀬
罵
億
『
林
灘
鷲
盗
電
』
（
馨
堂
、
昭
租
慰
∴
○
）
解
聾
後

に
『
続
日
本
書
誌
学
之
研
究
』
雄
松
堂
、
、
昭
和
五
五
、
所
収
）
に
お
い
て
、
佐
三
蔵
ど

ば
、
・
考
拠
学
の
提
唱
者
吉
田
篁
敏
（
延
享
二
年
、
一
七
四
五
～
寛
政
、
一
〇
年
、
．
一
七
九
入
）

の．

ｱ
と
で
お
る
乏
し
て
い
る
。
、
、
前
掲
注
く
三
）
に
引
い
た
長
沢
「
解
題
」
も
佐
坦
蔵
す
な
わ

ち
士
、
思
藪
な
り
と
↓
て
い
る
。
理
由
は
二
つ
コ
、
士
、
塁
警
、
通
稽
坦
薩
三
条
低

溶
平
し
て
い
た
．
渇
と
ガ
あ
久
『
翼
二
一
に
用
か
ち
れ
て
い
6
の
と
同
種
括
字
が
篁
激
の
著

書
『
論
語
集
解
放
異
『
に
用
い
ら
れ
て
い
る
四
川
瀬
、
長
沢
二
七
の
説
は
定
論
で
あ
ろ

う
，
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
入
五
年
）
の
「
吉
佃
篁
激
」

の
項
も
こ
の
説
に
従
っ
て
い
る
。

’（

ｪ
）
　
「
玉
河
某
氏
」
に
つ
い
て
前
掲
長
沢
解
題
は
、
同
．
一
活
字
を
用
い
て
天
明
隔
年
（
．
一

七
入
八
）
に
印
行
さ
れ
た
『
上
五
経
正
義
表
』
の
刊
語
の
末
に
あ
る
「
玉
河
　
岡
正
礼
」

．
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
昌
運
礼
と
い
う
人
物
に
．
つ
い
て
は
不
詳
。

」（

縺
j
　
原
文
「
維
真
意
春
」
。
、
『
詩
経
』
周
頒
・
学
食
に
「
嵯
嵯
保
介
、
維
暮
之
春
、
総
門

何
回
、
如
何
新
旧
」
と
あ
り
、
『
詩
集
伝
』
に
「
暮
春
（
斗
罪
業
辰
、
夏
正
之
三
月
也
。
」

‘
と
あ
み
。
～

（
十
）
‘
前
掲
川
瀬
解
説
は
福
山
藩
士
と
し
て
い
る
。
『
広
島
県
史
』
近
世
資
料
編
1
1
所
収
の

何
部
家
分
限
帳
（
宝
暦
末
．
明
和
初
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
）
の
定
江
戸
藩
士
の
項
，

に
二
名
の
塩
田
氏
が
み
え
る
。
「
『
国
書
総
目
録
』
に
は
、
『
量
清
小
旗
之
銘
』
、
塩
田
屯
摸

刻
、
寛
政
一
〇
刊
、
．
『
姓
林
全
書
』
伊
藤
東
涯
編
、
太
割
方
．
塩
田
屯
補
、
と
二
点
の
塩
田
‘

氏
が
か
か
わ
る
資
料
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

（
十
一
）
’
『
武
英
殿
聚
下
版
叢
書
』
刊
行
の
こ
と
を
さ
す
。
こ
の
叢
書
は
、
清
朝
第
六
代
の

皇
帝
乾
蝕
帝
、
（
在
位
一
七
三
五
～
一
七
九
五
）
の
命
に
よ
り
『
四
庫
全
書
』
編
纂
に
並
行
．

し
て
『
永
楽
大
典
篇
か
ら
ぬ
き
出
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
伝
来
ま
れ
な
書
物
を
、
．
＝
二
〇

ー
デ
四
〇
種
類
、
木
活
字
阪
に
よ
り
刊
行
し
た
。
『
武
英
澱
聚
製
版
程
武
』
は
、
前
掲
『
中

国
活
字
版
印
刷
法
』
に
よ
れ
ば
、
「
武
英
殿
聚
珍
版
旨
の
「
出
版
事
業
報
告
書
」
．
で
あ
る
。

　
（
一
〇
〇
頁
）
。

（
十
二
）
．
「
植
字
は
つ
た
な
ぐ
」
、
三
文
「
宋
字
並
巧
」
ど
あ
る
が
、
，
「
篭
字
」
の
意
味
が
良

く
わ
か
ら
な
い
。
「
宋
」
は
『
説
文
野
営
』
に
「
宋
居
也
」
ど
あ
り
、
≒
す
ま
い
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
今
か
り
に
、
「
宋
」
億
h
居
」
と
同
義
で
あ
る
か
ら
、
「
宋
」
に
は
「
居
」

の
意
味
の
う
ち
「
固
定
す
る
」
と
い
う
動
詞
と
し
て
の
は
た
ら
ぎ
心
あ
る
乏
ヒ
℃
っ
け

　
　
　
　
　
お

一
て
、
「
字
を
居
く
」
す
な
わ
ち
「
植
字
」
と
解
し
て
み
た
が
、
望
文
生
義
の
そ
し
り
は
免
れ

∴
ま
い
σ
　
　
　
’
・
　
　
　
、
　
　
　
’
　
　
r
　
、
　
　
　
　
　
　
　
，
　
，
　
　
　
，
　
駈
、

（
十
三
）
．
こ
の
く
だ
り
原
文
に
「
精
越
鵬
冠
子
」
と
あ
り
、
’
文
字
通
り
に
訳
せ
ば
、
「
出
来

上
η
の
よ
さ
は
『
鵜
冠
子
』
．
忙
ま
さ
る
」
，
と
な
る
が
、
こ
れ
で
は
何
の
こ
と
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
こ
れ
は
、
太
田
全
斎
が
、
『
武
英
殿
聚
珍
三
寸
式
』
の
こ
ど
ば
を
、
そ
っ
く
り
そ

一
三三」

＼



の
ま
ま
流
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
れ
ち
『
武
英
殿
三
三
三
三
式
』
冒
頭
の
「
御

製
題
言
三
殿
三
三
三
十
韻
」
に
「
同
爲
製
活
字
、
三
三
印
全
書
、
三
越
三
冠
膿
」
と
あ

り
、
そ
の
原
注
に
「
三
歳
江
南
所
進
之
書
、
三
三
三
子
、
部
活
字
版
、
第
三
禮
不
工
、
ご
且

多
三
三
耳
」
と
あ
る
の
に
も
と
ず
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
訳
文
で
は
、
こ
れ
に
し
た
が
っ

て
、
原
文
に
対
し
て
か
な
り
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

　
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
活
字
版
の
『
三
冠
子
』
と
は
、
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
の
子
部
・

雑
家
の
項
に
「
三
三
三
家
見
明
活
字
本
三
巻
、
，
三
葉
十
行
、
行
二
」
十
字
、
注
大
字
三
一
、

格
、
回
心
三
碧
三
三
弘
治
年
三
活
字
三
字
、
三
三
題
詩
一
首
、
旧
臣
有
蹟
、
蓋
三
三
本
所

三
三
也
。
」
（
中
華
三
局
排
印
三
五
〇
六
頁
）
と
み
え
る
も
め
で
あ
る
。
こ
の
弘
治
年
間
（
二

四
八
八
」
一
五
〇
五
）
冊
の
活
字
本
は
現
在
北
京
の
「
中
国
国
家
図
書
館
」
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
『
北
京
図
書
館
三
三
善
本
書
目
』
（
北
京
、
書
目
文
献
出
版
社
一
九
入
七
年
三
三
）

・
子
部
・
雑
家
類
に
・
「
三
冠
子
解
三
巻
　
三
陸
三
三
　
明
弘
治
碧
雲
三
三
字
印
本
〔
四
三
底

本
〕
清
高
宗
弘
暦
題
詩
　
三
三
三
蹟
三
冊
　
十
行
二
十
字
」
（
＝
二
八
五
頁
）
と
あ
乃
の

が
そ
れ
で
あ
る
。
同
一
刊
本
の
所
蔵
機
関
三
三
に
見
当
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
ち
や
・
の
り
よ
し
　
参
考
課
）

！
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